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一 まず、「生命と現代文明」の総括ということですが。
生命 と宗教にっいて考えていることを話 します。共同研究 「生命と現代文明」の議論で、宗
教 との関連で欠けていたのは、「永遠」 という視点だと思います。 永遠 と宗教は、非常に密接
に結び付いています。生命は、非一永遠の中に閉じられているがゆえに、 コミニュケーション
をもち得 るし、多様性をもち得る。そ して閉鎖系であるにもかかわ らず、開放系でもあるとい
う構造をもっていると思 うんですね。
っまり、生成変化の中に生命、 あるいは存在がある。 ところが、「永遠」 はそういう意味で
の一回起的な生成変化をもたない。ですか ら、生命が 「永遠」にあこがれるという構造は、宗
教 にとって非常 に本質的であったと思 うんですね。
「永遠の生命」に対する渇望は全宗教史を貫いています。
有名な旧約神話のエデンの園の話を考えてみましょう。 ご存 じのように、アダムとイヴは神
に禁止 されていたエデンの園の中央に立 っている木の実を食べて追放されて しまうのですが、
彼 らが食べた木の実 は 「善悪 を知 る木」、っまり知恵の木の実ですね。 これを食べることに
よって、人間は善悪を知る、特に悪を認識するという神のような知恵を もった。実はもう一っ、
アダムとイヴには禁断の木の実があったのです。それは 「生命の木」の実で した。もしアダム
とイヴがそれを食べると 「永遠の生命」を得て しまう。それでは神 と同 じになって しまうと神
は恐れて、それで彼 らをエデンの園から追放 したのです。これを読むと、知恵あるいは叡智 と
「永遠」 の生命、 この二っが神の属性であったことがわかります。 また古代のケル トの信仰に








近代 の哲学 的な言説 の中で は、永劫回帰 というニ ーチ ェの言葉 に収斂 されてい くような存在
認識が、 そ こにはあった。 そ うい う、 「永遠」 に対す る渇望が、生 命、 特 に人間生命 になぜ発
生 して来 たのか。 これが、宗教 と生命 を考えて い くうえで重要 なポイ ン トになると思 います。
それが霊魂観念 や、 自然 を動か している大 いな る永遠の力 との関連 の中で、重要 になって くる
と思 います ね。
現代の場合はむしろ、この世で 「永遠」を追求したいという渇望があるのでは。
「永遠」 とい う感覚 をむ しろ忘れて いるん じゃないか と思 うんですよ。 むか しは、 波多野清
一の 『時 と永遠』 にみ られ るように、 「永遠」 というものが宗教学上 の、 あるいは宗教哲学上
の テー マにな った時代が あったで しょう。 ドイ ッ観念論 の時代 において も 「永遠」が、哲学上
の テー マにな りま した。 ラ ンボーは、 『地獄 の季節』 の中で、 「見っか った/何 が?/永 遠/太
陽 と手を取 り合 って行 った海」(粟 津則雄訳)と い う詩 を書 いて います。 この詩の題 は、 ズバ
リ、「永遠」 ですね。 しか し、最近 では、 「永遠 」 とい うものにっいて真剣 に考えて いこうとす
る態度や衝動 は、 哲学 的に も科学 的に もほ とん どな くなって きたん じゃないか。 「永遠」 に対
す る感覚が非常 に希薄化 した ように思 います。
一 その理由は、何だと思いますか。
ご く簡単 にニ ーチェ的な言 い方 をす ると、背後 を見 る力 をな くした とい うことです。 ニー
チェは背後を見 る力 を失 うζと自体を肯定的に とらえて るわけですけれど も、背後 を見 る感覚
と思想が失わ れた。
背後っていうのは、後ろ、隠れた所ですよね。
そ うです。 つま り、霊界 とか霊的な ものです。そ うい う目に見 えない霊 的世界 や霊的存在が
救済の ス トー リーを作 って いま した。キ リス ト教 は、 イエス ・キ リス トを信 じることによって
弱 く悩め る罪 ある者 の魂 を永遠 に救済 してい くと説 いた。背後 を見 るそのよ うな思想 は、人間
の生 命を弱 めてい く力 なんだ とニーチ ェは主 張 したわけです。 ニーチ ェのそのよ うな批判 は、
あ る意味で あた っているんです けどね。
しか しなが ら、 や は り、 「永遠」 感覚 の希薄化 は、 背後 をみ る力、 あ るいは他界 をみる想像
力の喪 失 と関係 して いると思 います。それ は、 さらに言 うと、霊魂 に対 す る感覚 であった り、
自分 の存在の根源が どこか ら来て いるのか とい う直覚、 直観 の喪失 ではないで しょうか。





「永 遠」 を感得す る力が失 われた ことは、 理性 あるいは知性の発達 と大 いに関係 がある し、
近代科学技術 の発達 とも結 び付 いて います。地図で言え ば、 メル カ トル図法 のよ うに、 どち ら
の方 向にむか って も均質的 な空間が広が って いるという認識図式が、近代 的理性 を支 え る基本
的な シェーマになって きま した。 ニュー トン的 な時空間、す なわ ち絶対 時間 と絶対空 間、 ある
いはその後 でてきたアイ ンシュタイ ンの相対性理論や、科学的 な宇宙論 によ って世界 が とらえ
られ るとい う考 え方が中心 を占めて来 たことが、一つ の原因です。 自然科学 的宇宙論 の成立 で
すね。以来、「永遠」 にっいて思考す ることを停止 した と思 うんですよ。
例 えば、宇宙 は ビックバ ンか ら始 まるとい うビッグバ ンセオ リー。 ビッグバ ン(大 爆発)後 、
超 高密度 な原初 の空間 において、最初 の数秒間 で、元素 ができて、宇宙 は永遠 に膨 張 し続 けて
い く。だ とすれば、 それ以前 はなんだったのかとい うことにっ いて、答えを求め ることはで き
な い。天体の観 測か ら一番初 めの起源 を推測す る しかない。神話 は常 に始 まりを語 って来 た し、
宇宙 の始 ま りや世界 の始 ま りを神話 的な構想 力で語 って来 ま した。 しか し、 ビ ックバ ンセ オ
リーや科学的な宇宙論 がでて くることによ って、 あ る永遠 的な ものに対す る ビジ ョンや イメー
ジを、それ以上追求 し確認 す るような事 は判 断停止 したのです。
第2点 にっいては、 どうですか。「永遠」 に対する渇望はいまでも存在 しているのではないかと
いう点ですが。
それは、お っ しゃる通 りあると思い ます。癒 しや、気功や、新宗教 などで いま語 られて いる
重要 なテーマは、存在 の連続性 にっ いての気づ きや覚醒です。つま り、人間が 「永遠」 という
ものに近 づ こうとしたときに、非連続な ものを ど うや って連続の フェイズに もって い くか とい
うテーマです。 いのちとい うのは個体的 に、個別的 にある。その個別 的に切 り離 されているひ
とっひ とっの個体 の、連続的 な繋が り、生命 と生命 あるいは生命 と他 の存在者 との間のっ なが
りを、 もっと深 く広 く見っ あてい こうとす る。連続性 を見 ることによって永遠 の生命 の流 れに
っなが ってい く。 それを認識 した り、 イメー ジす ることによって、「切 り離 され た個体的存 在」
とい う理解 が非常 に一面 的で あった とい うことを もうい っぺん見直 してみ る。1960年 代以降
の、 ニューサイ エンス、 ニ ューエイ ジ思想、 あ るい はエ コロジーや ディー プエ コロジー思想 で






死 を 「永遠」 への否定 的な契機 とす るのは、宗教 の基本的 な戦略です。死 は完全 に個体 の断
滅 です。 その生涯 のあ らゆる形態 や記憶や 関係性 が、死 によって途切 れて しま うのですか ら。
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そ ういう意味で は有限性 と同時 に個体 の断滅を、あ るい はこの世 における個体 の欠如 を体験す
るわ けです。
ところが、 この世 にお ける個体 の断滅が、実 は、 目に見えない霊界や他界 と、 もっと大 きい
強い結 び付 きを もって いるんだ という直観や想 像力があ って、 それが宗教 のもっ基本的な世界







後者の エコロジカル な考え方 は、っなが りの関係性 を、空 間的にどこまで も延長 させて い く
とい う考え方ですね。
一 そうです。
しか し、極端 にいえ ば、地球 のなかで連続性 や関係性 の拡張 をはかっていった ものが、地球
外生命や地球外 の存在 との関係性、 さらには銀河系 や宇宙 その ものへ と最大 に拡張 してい くと
すれば、私 はや は り論理的 な必然 と して、それ は他界 に至 らざる得 ないと思 うんです よ。 自分
たちの存在が、今 あるこの時空上 の関係性 とは違 う関係性 までを も含ん で しま うとい うこと。




そ うです。 この世界 と他界が ワープ し、っなが って しま うとい うふ うに、私 は論理的 に思 い
ます。
一 それは非常に、おもしろい考え方ですね。
どちらの考え方 も、 ある限定 した領域の中で ものを考 えてい るわけです。前者 の他界 がある
とい う考え方 も、天国で あるとか高天原 とか、 ごく簡単 にい うと、 自分 たちの生命圏、っ ま り
地球中心主 義の世界の中 にある他界の構想ですね。 エ コロジカルな発想 の中にあるの も、地球
生命圏構想 だ と思 うんです よ。・どちらも、あ る前提 を もっている。 その前提 を外 して、論理 的
12
宗教 ・永遠 ・エロス





輪廻転生思想 と、食物連鎖 は、結 び付 いています。
こ こで今、 もうひとっ考えてお きたい ことは、 セ ックスと永遠性 とい うことです。永遠 性を
感 じられる瞬 間 とい うのは、それぞれが個体 的で切 り離 されて いるけれど も、切 り離 されて い
るが故 に もっとも強 い連続性を感 じられ る瞬間にある。 それ は物理的 な意味での永遠 で はな い
です けれ ども、人 間が想像 した り感得 した りす る永遠性 とい うの は、 そ うい う瞬間 に立 ち起
こっている と思 うんですね。
そのひ とっが、食 べるとい う行為です。食 べ ることによって、個体的 な非連続性 が連続 性を
獲得 する。食 べ ることは、他者や世界 とっなが ることなのです。
性 も食 もコ ミニ ュケーシ ョンにかか わ っています。つ ま り、非連続 な ものを連続 の状態 にす
るの は、 コ ミニ ュケー シ ョンです。 その コ ミニ ュケーシ ョンのひ とつ と して、儀礼 的な コ ミ
ニュケー シ ョンがあ る。神 や死者 の霊 に供 え物 を して、 それを一緒 に食べ る。食 べ るとい う儀
礼 的行為 を行 ない、神話 的物語 を語 る ことによ って、永遠性 を感得す る瞬間を もっ。
もうひ とつ重要 なのが性 です。 プラ トンは、 「恋 にっいて」 とい う副題を もっ、『饗宴」 とい
う対話編 の中で、人 間は もと もと男男、男女、女女 とい う3っ の種族 であった と語 ってい る。
ところが、 その人 間があま りに も強力 で傲慢 にな り過 ぎたので、神 は怒 って、手足 それぞれ4
本、顔 が2っ 、胴体1っ の入間 を、真 っ二 っに切 り離 して しま った。 それゆえ、人 間 はその 自
分 の半身 を渇望 し求 め続 ける ことにな った。 そ して、始源的 な完全性 を回復 しようとして、合
一 へのあ こがれを もっのだ と言 う。性 的に結 び付 いた ときに、 もっと通俗 に言えば性 的な一体
感、 エ クスタシー状態の中でひ とつにな る。元の完全性 の中に収 ま っていゆ くことを味わ う。
これが、性 と永遠 とい う問題 にかんす るひ とつのイメー ジであ り、解答 です。実際 には、人
間の性 的行為 とい うの は、 時間的な経緯 があ りますか ら、永遠 に続 くわけではない。射精 を永
遠 に引 き伸ばす ことはで きない し、 オルガ スムスを永遠 に引き伸 ばそ うとす ることは、物 理的
時間 として は不可能です。 しか し、 そ こに は自分たちの個体 的な限界 を越 えたと思われ る瞬間
が、 や は りある。個体的な限界 を越 えた時 に、何 に包 まれ るのか、 どうい う位相 に達す るか と
い うことが、 セ ックスの領域 で は非常 に重要です。一種 の他界 へ と連 れ出されて い くような、
さ っきの話 との関連で言えば、未知 な る世界、他界の領域 へ と存在 が運 ばれてい くような、 そ
うい う感 覚を もち得 る ものが、 セ ックスだ と思 うんです。
現代の性のディスコース(言 説)は 、週刊誌的なディスコースと、 もうひとっは、アメリカでキ
ンゼイリポートとかハイ トリポー トなどが出て来た影響、っまり性科学のディスコースが混ざっ
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そ うか も知 れませんが、 それ はいい意味で も悪 い意 味で もロマ ン主義的 な思想の中 にはあ り
ます。 ノヴ ァー リス とい う ドイッロマン主義 の:旗手 は、哲学的、詩的 にそのことを はっき りさ
せ ま した。古 く錬金術 の中には、結婚の秘儀 は、 プラ トン的な意味 での魂 の合一であ るとい う
考 え方が あ ります。 そ こで、 自然界 と霊的な ものを結婚 させ るとい うことが、魔術的観念論 と
してのノヴ ァー リス哲学 の最 も本質的 なテーマとなる。 そ うい う ドイ ッロマ ン主義や、 ウ ィリ
アム ・ブ レイクの 「地獄 と天国 の結婚」 とか、 あるいは錬金術 でい う 「太陽 と月 の結婚」 だと
か、 そのよ うな非常 に象徴的 な原型的結合や両 性具有 とい うヴィジョンで表現 されて きた もの
は、 いま言 ったよ うな他界へ の誘 いや、 あこがれ を、常 に含 んでいた と思 います。 ただ、同時
に、 その原型理論 が権力 的な言説構造 をもって いるという批判 をす るな らば、 そ こは考え る余
地 があ りますね。
日本で、 それを典型 的に出 したのが北村透谷です。北村透谷 は、人生 の秘奥 は恋愛 にあ りと
い うロマ ン主 義 的な テーゼを、 日本 で初 めて徹 底的 に追求 し表現 した。そ の恋愛 の秘奥 とは
い ったい何 か とい うと、 自分 の 「内部生命」 が相手 の 「内部生 命」 に触 れることです。 「内部
生命」 が 「内部生命」 とコ ミュニケーシ ョンを果 たす。その 「内部生命」 とい うのは何 か とい
うと、人間 の感覚 の中で、霊感 として、 イ ンス ピレーシ ョンと して感 じられ るよ うな ものだ と
北村透谷 は言 う。 っま りそれは、古 い言 い方 をす ると 「霊魂」 なわ けです。北村透谷 は霊魂 と
い う古 めか しい言葉 で はな くて、 もうち ょっと近代的 な知性 に訴えか けることので きる言葉 で
語 りだそ うと した。 その時に、 「内部生命」 とい う言葉を通 して恋愛 を語 り、 魂 の感覚 を語 っ
た。 そ うい う 「内部生命」論 は、大本教 の出口王仁三郎 などに、影響を あたえてい る。大 本教
の出口王仁三 郎 は、「霊学」 とは 「内部生 命」の探究であ ると言 っています。
一.現 代の通俗文化を見ると、みんながセックスや恋愛のことばか りしゃべっているわけです。でも、
それらが永遠への道であるなんて誰 も言わなくなってきた。これはどうしてで しょう。
永 遠 の対 極 にあ る ものは、刹那 です ね。 この永遠 と刹那 の構造 とい うの は、す ごくダイナ
ミックな構 造で あると今 まで考え られて きたんですね。神話 的な時 間 とい うことで、 エ リアー
デがよ く言 うの は、神話 とかお祭 りとい うの は始 源的な祖型 の反復 である と言 う。つ ま り、祖
型を反復 す ることによって、そ こに、 日常 的時間で はない、永遠 的な時間、無時間的 な時 間が
現出す るんだ と言 う。 そこに聖な るものの次元 があ ると認識 した と思 うんですね。 ある非常 に
短い時間、 神 と交信す るとか魂 と交信す るとか、言 ってみれば刹那 的な時間の中に、人間 が感
得で きる 「永遠」へ の通路が ある。その ように して しか、人 間 は永遠性 を感得 できない とい う、
永遠 と刹那 の構造が ある。そ のダイナ ミックな関係を、祭 りな ら祭 りとい う方法論 を通 して結
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び付 けよ うとす る戦略 が あったわ けで す。 問題 は、 そ うい う、永遠 と刹 那が切 り離 されて し
ま った状況 があるとい うことで はないか と思、うんですね。
っま り、神話的 な時空や祭儀的 な空間 に対す る信頼 も感度 もず いぶん少 な くな って しまった。
永遠 と刹那 とい うダイナ ミックな関係を生 き られる空間 ではな くて、 そのかわ りに、刹 那その
ものがその都度 その都度果て しな く求め られてい くとい うような反復性の中 に、現代文 明の性
的渇望 とい うものは置かれて いるので はな いかと思 います。





それは、 この前森岡 さん と対談 した 『電脳福祉論』(学 苑社)の 中で語 られて いた問題、 っ
ま り、 シ ャーマニズムが現代の電 脳空間 の中で別 の形 で蘇 って くるという考 え と一致 す るし、
『意識 通信』(森 岡正博、筑摩書 房)の 中で語 られてきていることともっなが って くることです
ね。 その観点 その ものは、僕 は有効だ と思 いますけれど も、 しか し、前 にも何度 か話 したよ う
な疑問が あるわけですね。っ ま り、現代 の電脳空 間の中で のシャーマニズム的な ものの蘇 りが、
真性 シ ャーマニズムの復活 なのか という疑 問 と同様、 それが本当 に祝祭 的な ものにな ってい る
のかど うかとい うことは、 もういちど問わ れるべ きではないか と思 うのです よ。
斎藤綾子 さんがこういうことを述べて います。 セ ックスは、 コ ミュニーケー シ ョンの一 っの
方法で あるとよ く言 われて いるけれ ども、彼女 の場合 は違 うと言 う。彼女 は、 自分 の中にあ る
幻想 を膨 らませい く、 ただそのた あの通 路 と してセ ックスが あるという言 い方 を しています。
私 は非常 によ くわかるなあ、 という思 いと同時 に、違 うなあという思 いがあ る。
僕 はや っぱ り違 うんだ な。私 はセ ックス とい うのは徹底的 にコ ミニュケ ーシ ョンだ と思 って
いるので、 自分 の幻想 を限 りな く膨 らませ て追求 してい くというのは分 か らないで はないんだ
けれど も、 コ ミュニーケーシ ョンというのはその幻想 を も突破 したり解体 した り再構築 した り
して、先 へ進 んでい くもので はないか と思 うわけです よ。
他界 との関係 に して も、っ なが りや連続性 の問題 に して も、それを一 っの言葉 で語 るとす れ
ば、 それはやは り、 コ ミュニーケーシ ョンとは何 か、 どのようなコ ミュニーケー シ ョンが我 々
に可能 なのか とい うことに尽 きると思、うん です。 コ ミュニーケーシ ョンす るたあに は、個体性
がやっぱ り必要 なわけです よ。主体 とい うか、個 的な自己というか、要す るに発信 と受信 を同
時 にす るよ うな個体性 が必要 になる。 その個体性 の基盤 とい うのは、人間 において は肉体 です。
肉体 とい うの は、感覚 セ ンサーの有限性 を もっています。我 々は宇宙線を感覚 としては感 じら
れないけれど も、実 際に宇宙線 そのもの は人体 内を通過 してたりす るわ けです。意識 レベル、
細胞 レベル、分子 レベルそれぞれにお いて、 コ ミュニーケーシ ョンのシステムは、多様 かっ複
雑 に働 いてい る。今、宗教 に問 われて いる ことは、 このコ ミニュケーシ ョンの密度 を どこまで
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人間が深化 させてい くことができるのか、徹底 させかっ緻密 に してい くことがで きるのか とい
うことだ と思 います。 そのコ ミュニーケーシ ョンを緻密 に させてい く力 は、一っ はまちが いな
く知性です。
そ うい う意 味で も、近代 的知性 は、非常 に重要 なエポックだ った と思 うんです ね。つ ま り、
古代的 ・中世 的な宗教 的知性、神話的知性だ けで終わ って しま った ら、知性 が自分 自身か ら抜
け出てい って、 自分 自身を振 り返 って くるような反省的な知性 の発達 はなかなか生 まれ ない。
知性 は、 自分 の知性 のあ りかたを自己否定す るような力 によって発達 してい きますか ら。 そ う
い う知性 が どん どん深ま った り、繊細 にな った り、開かれて い くというフェイズを、我 々人間
存在 は もって いるので はないか。 それに くわえて、人間 の肉体 を人 間の知性 が どうとらえて、
どのよ うな もの に加工 してい くことがで きるのかとい うことも、同時 に問われて きてい ると思
うんです。
こうい う近代的な知性の果 てに、 もう一度 肉体 その ものを通 じたコ ミュニーケー ションの深
いあ りかた、 あるいは多様なあ り方 とい うものを、人間 は冒険 して い くんだ ろうとい う気 が し
ます。 その一つ は、異種間 コ ミュニーケー ションです ね。
異種間というのは、人間と他の生物種のあいだということですか。
はい。今、非常 に具体的な実践 と して注 目されてい るものの一 っが、 ジャック ・マイ ヨール
た ちが行 って きた素潜 りの事例ですね。水深100メ ー トルを、.素潜 りで もぐる。 その時 に、普
通の状態で は考 え られないような状態がお こる。その一 っは、 ブラッ ドシフ トといって、末端
の毛細血管 にい っている血液が、深海 に入 ってい くときに脳 に集 中す るとい う現象 がおこる。
これ は、人間 では普通 おこ らないとされて いた現象なのです。 イルカや魚 にお こる現象が、人
間 にもお こるのです。 そのジ ャック ・マイヨールの場 合 は、哺乳 類 として陸にあが ったけれ ど
も、 もういち ど海 に帰 ってい った、動物最大 の脳の容量を もっイルカ と交信 す ることを通 して、
世界 に対す るもっと広 が りのある感覚 を獲得 し、 自分 のもって いると思 っていた肉体 的限界 を
もういちど開いてい くとい う試 みを行 なった。
異種間コミュニーケーションで連想するのは、シャーマニズムはそういうものを、技法として取
り入れていました。







それは、 お っしゃるとお りです。私が、 なぜ異種間 コ ミュニーケ ーシ ョンを持 ち出 して きた
か とい うと、 シ ャーマニズムの中 にあ った非常 に本質的 な一面が、異 種間 コ ミュニーケー ショ
ンによ って もういちど検証 されてい ると思 うか らです。特 に、 日本 の神話 の中には、古 くは岩
や木や草が言問 う世界があ った と表現 されて いる。そ こへ天孫 降臨 して きた者 が、 その草木言
語 り世界の カオスや ノイ ズを治めて、統一 的な国家 と言語体系 に整序 してい った とい う事態が
おきる。その統一 され る以前 の世界 では、草や木や岩が語 り、 それ とッチグモだ とかクズだと
か いう非常 に自然界 的な名称 で語 られてい る部族 が コ ミュニーケー ションを していたと、 日本
の神話で は語 られてい る。 その草木言語 の世界 の コ ミュニケー ションのあ り方 を もう一度考え
直 し、身 につ ける方法論 を学 ぶべ きではないか。
この ことは、梅原猛 さんの言 う縄文時代 にまで繋 が る部分 は もちろん あるわ けです けれ ども、
私 はそれを ロマ ンテ ィックに取 り上 げるっ もりは全 くあ りません。 ただ、異種間 コ ミニュケー
シ ョンは、 日本 において も、世界各地 において も、 シャーマニズムの中で もっとも重要 な テー
マ とされて きた とい うことを確認 したい。 そ して、熊 だ とか蛇だ とか猪だ とか鷲 だ とか鷹 だ と
か、ア ボ リジニで言 えばカ ンガルーで あ った り虹蛇 であ った り、 そういうもの と自分 たちの、
あ る特別 で強烈 な神秘 的絆 を もういっぺん もっ ことによ って、それ らが守護霊、守護神 のよ う
な ものに もなれば、 自分 のなかにある自然治癒力 を促進 したり媒介 してい く力に もな る。実際
に、 そ うい う動物的 なパ ワーと自分 自身 が結 び付 いたという自覚 の もとに、 ヒー リングを行 う
ことは、呪医治療 においては実際 にな され続 けて きたことですね。
異類婚 にっ いて言え ば、 日本 の初めの異類婚 というのは、三輪 山の神様 が丹塗 り矢 に化 けて、
美人 が糞 をまるときにそのホ ト(女 陰)を っ いて、 「ホ トタタライススキ ヒメ」 が生 まれ、 や
がて神武天皇 と結婚 して、初代の皇后 にな った という話がそ うです。三輪 山の神 ・大物主神 は、
神です けど、実際 のそ の正体 は蛇で もあ るわ けですか ら。蛇 であ る神 は、丹塗 り矢 にも化 ける
わけです ね。猿 とか、熊 とだ とか、 いろんな動物 と人 間が結婚す る ことを通 して、英雄的な力
をもった子供が生 まれて くるという神話 や物語 や伝説 は、非常 に多 く、 日本 のみな らず世 界中
に広が って います。それ は異類 的な力 をふ りつ けることによ って、 自分た ちの 日常的な有限性




異 種間 のみ な らず、 コ ミュニケー シ ョンを通 して 「永 遠」 にっ なが ろ うとす る ときにエ ロ
テ ィシズムの問題 が出て きます。 ノ ンバ ーバル(非 言語的)コ ミュニケー シ ョンの全般 にエロ
ス的な力 が関与 しています。
ここで、 敬愛す るKさ んの例 を出 しま しょう。Kさ んが、 大学院生の ころ、 初 めて ブナ林
に入 った ときに、 ものす ごい ブナ林 の官能 的な力 にっ き動か されて、思 わず自分 の一物 を出 し
てマス ターベー ションを した。 そ うい う話 を彼 の 口か ら聞いたときに、僕 は、 ああ、 わか る!
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そ うだよね!と 思 ったのです よ。 それをある雑誌 に是非載せ て くれと言 ったんです けれ ど も、
彼 はその部分 を残念 なが ら自分 でカ ッ トして しま った。
私 はその時、彼の話 に引 き続 いて、僕 は聖地 をまわる と何 か知 らないけれ ど もよ く夢精 を し
て しま うとい う話 を したんです。場 の力に賦活 される とい うか、非常 に刺激 され て精 を漏 らし
て しま う。 これ は、最初、 自分 の修行 が足 りないか らだ と思 っていたけれども、 しか し単 にそ
れだけではな いと思 うよ うにな った とい うことを話 したわけです。 しか し、 エロスと異種 間 コ
ミュニケー シ ョンとい う点 で は、 私 は、Kさ んのほ うが、 もっと端的 だと思 うんです よ。 私
は、 もう15年 来、 マスターベーシ ョンをす ることをや めて しまいま したか ら(笑)。 もう、 そ
うい うことはで きない身にな って しまった し、 す る気 も起 こらないわけです けど。 で も、彼 の
気持 ち と行 為 はよ くわか るんですね。
私 は津軽 の岩木山で初めて ブナ林 に入 りま した。 ブナ林 に入 った時に、 ブナの木 が放 って く
るフェロモ ンというか、それ は非常 にエロテ ィックなんですよ。何 か妖精 的で女性 的な、形容
しがたい官 能的 な力の場があ って、本当 に極 めてエ ロテ ィックだ った。 この世 に こんなにエ ロ
テ ィックな ものが あるのか と嬉 しくも愕然 としました。植物に対 してそれはあ ります し、僕 は
鉱物 に対 して も、す ご くエロティ ックな ものを感 じることがあ るんですね。 それ は自然界のい
ろんな形 態、洞窟 の中 にもある し、海 の波の うね りの中 にもあ る。台風 なんての は、私 はとて
もエロテ ィ ックに感 じます。森岡 さん は高知の生 まれで しょう。僕 は徳 島の生 まれだか ら、台
風 はエロテ ィックなんです よ。
一 わかるような気が しますね。
ある意味 では、地震 や、火 山の噴火 も、す ご くエロテ ィックなものなんですね。そ うい う自
然 の猛威 とか、荒ぶ る自然 と言 われているよ うなものに対 したときに、 自分 自身 の中 にある強
烈 なエロテ ィシズムが刺激 されて、 その中に入 り込んで いきたい、海 の嵐 の中だ った ら海 の嵐
に突入 して い きたい と思 った りする。 もちろん、 そこで は人間 は木 っ端微塵 になって、死 んで
しま うわ けですけどね。 自分 の身 が分裂 して散 り散 りになったと して も、死 をか けてで もそ う
い うもの の中 に入 り込んで い きたい、 とい う欲求 や、衝動 に促 されて しま う。Kさ んの ブナ
林 の場合 だ と、 マス ターベー シ ョンす ることによ ってブナ林 と交感す るとい うことです か ら、
自分 の理性 によ って とどめ られ る範 囲なので、 もうち ょっと距離 があ ります。 で も、台風 や火
山の爆発 な どを眼前 に した とき、 そ こか ら逃 げたい とい う気持 ち と同時 に、 そ こに没入 して、
その力 その ものの場 に入 り込 んで しまいたい とい うア ンビヴァレン トな気持 ちが一瞬 に して起






はい。基本的 に、エ ロテ ィシズムを もっともっと繊細 に、 そ して強烈 に して い く必要が ある
と思 い ます。人間の もっている コ ミニ ュケー ション能力 の一つ は知性、 もう一っ はエロテ ィシ
ズムです。 エロティシズム ってい うのは、 もちろん想像力 と不可分 な ものですね。だか ら、 エ
ロテ ィシズムを深めて広 げてい くことによ って、異種間 コ ミニュケー ションを もっと身体的な、
もっと肉感 的な レベルで探知 してい くことが可能 になると思 うん です。
それを もっと分析 的に も総合的 に も、広 くとらえてい くのがや は り知性です。 だか ら、 ニー
チ ェが言 った 「肉体 は一っの大 きな理性で ある」(『 ツ ァラツス トラはか く語 りき」)と い うこ
とばに は、 す ごく賛成 します。 そ うい う、 肉体 が もつ大 きい理性 を もっと開発す るとい うこと。
それは一 っ はエ ロテ ィシズムとい うことであ り、 もう一つ はニーチェが否定 しよ うとした神 の






それ は一つ の試行錯誤で もあ ったので しょうしね。我 々の世代 もそ うい う時期を通過 した人
が いっぱいいます し、僕の友達 に も、 ドラ ッグで捕ま った人達 がた くさんいて、それを、僕 自
身、そ うした経緯や経験 は無意 味な もの とは全然思いません。
ただ、 ここで はその発端を考 えてみたい。その ドラッグな ら、 ドラッグが どこか らお こって
きて いるのか。 それ は、 もちろん古代 の宗教儀式 において ドラッグが使われた り、 イ ンデ ィァ
ンの瞑想を助 けるため、あ るい は儀式 を助 けるために、 ペ ヨーテ とい う、 メスカ リンが幻覚症
状をお こす薬物 を使 っていた。 それは、 ひ とつの コスモロジーや神話 を共有す る人 たちが、 ド
ラ ッグを通 じて その宇宙的深遠 や神話 的世 界に触 れてい くわけで、 そ ういう永遠 的な神話 的世
界の リア リテ ィを感得 してい く構造 があ ったわけです よ。 しか し、 ロ ックンロールはそ うい う
意味での神話性 をまだ見いだ していなか った し、今 なおそ うい う意味での共通 の神話 とい うの
はない。それが ロ ックンロールの現代 的個体性 である以上、 それ は身体的 に暴走 してい く一面
があ ると思 うんです。
しか し、その近代におけ る発端 を考 えてい く時に重要 なのは、 イギ リスロマ ン派 の詩人 ウ ィ
リアム ・ブ レイクです。 ウィリアム ・ブレイ クは、 「知覚 の門thedoorofperception」を清
めたな らば、事物がその もの として、 あ りのままに無限 に開かれて、 自分 たちの前 に現れて出
て くるだ ろうと言います。 つま り、人 間は感覚 のセ ンサ ーのある限定 された領域 の中、 いわ ば
感覚 の牢 獄 にい るわけだけど、 もしそのセ ンサーの扉を もっと開 いて いくことがで きたな らば、
もっと深 く繊細 に事物 の世界 と コ ミュニーケー ションを深めて い くことがで きるということで
す。 それを、彼 は 「アル ビオ ンの誕生」 とい う、裸体の青年 が オーラに輝 いている絵で表 して
います。 大江健三郎 は 『新 しい人 よめざめよ』 とい う小説 を書 きま した。 「新 しいひとよ目覚
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めよOrouseupyoungmenofthenewage」とい うのは、直訳す ると、新 しい世代 の若者
たちよめざあ よという言 葉で、 「ミル トン」 と題 したブ レイクの詩の中 にあるのです。 ニ ュー
エイ ジよ 目覚 あ よというの は、今言 った ような、知覚 の門を開け とい うテーゼで もあるわ けで
すね。
ウィ リアム ・ブ レイクは、詩人で もあり画家で もあるんです けれ ども、 ドルイ ドだ った。彼
は、 キ リス ト教徒 です が、異教 的な ケル ト文 化 にお ける詩人 であ り予言 者で あ り天文学者 で
あった古代 の賢者 の ドルイ ド的知を現代 に蘇 らせ ようと して、 イギ リスにお ける ドルイ ド結社
のチーフを死 ぬまで20数 年 間努 めた人 なんです。
ドルイ ドとい うのは、 ケル トの宗教で は樫 の木 の賢者 という意味です。 ドル イ ド的な知性 と
い うの はシ ャーマニ ズム も含 んで いた し、輪廻転生 や霊魂不滅 の思想 を含んで い ま した。20
世紀 になって、 オル ダス ・ハ ックス レー とい う人 が、 『知覚の扉』 とい う本のなかで、 メスカ
リンを使 って 自分 の知覚 の扉 を拡大 して開 いて い くとい うことをや る。それ は、 ア ン リ ・ミ
シ ョーや ランボーな どの詩人達 が、神秘主義 的思想 と ドラッグの併用 によ って、新 しい感覚世
界、感覚 の地平 を開いてい こうとした、 そ うい う知 と身体 の冒険 の延長線上 にあ ったわけです。
ハ ックス レーは、 『永遠 の哲学』 とい う本 も書 いています。 知覚 の扉 を開 いてゆけば、 いま
までの知覚 コー ドで はと らえ られなか った次元 の違 うコ ミニ ュケー シ ョンの レベルに達 しうる
し、それは永遠性 に触れてい くことにもっなが ってい るとい う直観 が、 ブレイ クに もハ ックス
レーにもプ ラ トンの エロス論や イデ ア論 にもあ った。その テーゼ は何千年来、何万年来変 わ っ
て いない。形 を変えて、繰 り返 されて いると思 うのです。その流れが、 ウィ リアム ・ブ レイク
か らオル ダス ・ハ ックス レーを経由 して、 ニューエイジにまでっなが って きて いる。その とき
ハ ックス レーを経 由 したために、 ドラッグが知覚 の変容 を促 して い くひとつの方法論 にな って
きた という ことなのです。
宗教の問題に、 もういちど戻 りたいと思 うのですが。
生命 と宗教 を語 るときに、 最 も本質的 な問題 として私が取 り上 げたか ったの は、 「永遠」 あ
るい は 「永遠 性」 とい う問題 です。永遠性 にっなが ることによ って生命 が救済 されてい く、何
か他 の もの に自分 自身が連続 的 につ なが って い くことによ って救 済 されて い くとい うス トー
リーがあ ると思 うんですね。その点 において は、一神教 で あろうが多神教 であ ろうが、基 本的
には同 じ構 造 をもって いると私 は思 うのです。
もちろん一神教 と多神教 は全然違 うという視点 も可能です。 しか し、神 の永遠性 に触れ るこ
とによって、個体的分断が大 いなる連続性 のフェイズに連れ出 されて救済 されて い く。 それ は、
輪廻転生 で あろ うが、永劫回帰的 な循環で あろ うが、 キ リス ト教的 な一回限 りの天国で の救済
で あろうが、永遠性 に触 れる とい うテーゼ、永遠性 に触 れる ことによ って もうい っぺん蘇 る、
永遠 の生命 の中に入 ってい くとい う構図 とい うのは、 かな り大 きい物語 だ と思 うんです。
輪廻転生 は、 イ ン ド的な物語 の中では、非常 にネガテ ィブに とらえ られています。輪廻転生




ところが、 日本 に入 って くると、例 え ば楠正成が語 る 「七生報 国」 のよ うに何度 で も生 まれ
変 わ って も国 のために奉公す るとか、生 まれ変 わって生 まれ変 わ って して、子孫 のたあに も、
社会 のために も、国 のたあにも役立 とうとす るよ うな、循環 して この世 に降 り立 って くること
を、非常 に肯定的 にと らえ る思想があ ります。
このふたっを比べ ると、 イ ン ド的な感 性 の方がむ しろ特殊 で、生 まれ変 わ って くる ことを ネ
ガテ ィブに とらえるような発想 は、古 くはなか ったと思 うんですよ。 ただ し、 ネガテ ィブで あ
ろ うが、 ポ ジテ ィブで あろ うが、生 まれ変わ って くるとい う回路 を通 して永遠性 に触れ る。永
遠性 によ って救済 の道が ひ らけるとい うことは、 いずれ にせ よ一貫 しています。
ところが仏教 はそれ とは違 う。 とい うの は、仏教 は、永遠 に触 れ ることによ って人間が救済
される とい う物語 とは違 うところに到達 した、到達 しようとしたか らです。 それ は、簡単に言
うと、 〈永遠 と刹那 〉の合 間に立 っ、 あるい は 〈自然 と霊魂〉 〈自然 と神〉 の隙間 に立っ とい う
位置 です。 どち らに対 して もあるデ ィスタ ンスを とる。 どち らも宙づ りにす るよ うなディスタ
ンスを とるんです。仏教 は、それを、 「無」 とい う言葉 で語 ったり、「空」 とい う言葉で語 った
りします。 それはなぜか というと、永遠 に触れ ることよって人 間が救済 され るとい うの も、 一
っの迷 いであ り執着で あ り、それ 自体 が もう一つの苦を生 み出す か らなのです。永遠 によ って、
果 た して救済 され るのか、 と問 う。 そ ういう人類 が業 として担 っている執着 の構造を、全部、
一回 と らわれのない状況 に置 いてみ る。救 済 という物語 で はな くて、救済 その ものが どうい う
成 り立 ちを もっているか ということに気 づ くこと、それを洞察す る ことを通 して、執着 と救済
の物語 とは違 う位置 に立 とうと したのが仏 教 の非常 に重要 な人類史的位置だ と思 うんですよ。
だか ら、永遠性 に触れ るということをあえて求 めない。 しか し、大乗仏教やその後 の仏教史、
密教 など も含 めると、 「大 日如来」 や 「久遠 の本仏」 に触れ るわけだか ら、 永遠の哲学 に戻 っ
ているわけです よ。 だか ら、宗教史 の中で、永遠 の哲学 や、永遠 の ビジ ョンが いかに強烈 に人
類 の心 を貫 いてきたか とい うことが、 そ こか ら逆 に読 み取 れ ると思 うんですね。
しか し、 ブ ッダの位置 は、その永遠 の哲 学 に対 す る断念 と、 そ こか ら一回離れ るとい う位 置
を獲得 したのではないか。だか らこそ、 彼 は呪術 を禁止 し、神話的 な体系 によ らなか った。 っ
ま り、 シャーマニズム的世界を、一 回 自分 たちの生 きる空 間か ら切 り離そ うと したのです。
永遠 の哲学 にっ なが って い く方向性 と衝動 と構 造 は、 シャーマニズムにもア ミニ ズムにあ る。
しか し仏教 の原点 においては、 あえて永 遠 に対す るはっきりした位置を もとうと した。永遠 に
対す る執着 の構造 か ら離 れようと した。 それ は、非常 に貴重 な位置 だった と思 います。
一 お聞きしたいことが2点 あります。ひとっは、永遠なものから距離をとろうとすると、ふっうは











































そういう力は、かな らず しも人間を本当に解放 してい くわけではなくて、逆に人間を呪縛 し
抑圧するような権力的な力と構図に、しば しば転化する。例えば、魔術においていえば、黒魔















セックスの問題ひとっをとってみて も、さっき言 った白魔術と黒魔術 と同じように、圧倒的な
力の現前 というものをやはり体験する。その力の現前を通 して、自己刷新や自己解放を遂げた
り、癒 される場面 も、 しばしばあると思 うんです。宇宙的な感情、 というか宇宙的なものをそ
の中で感得することはしばしばある。それは、エネルギーの循環みたいな構造でもありますか










ちらにも反転 し得るきわどいパワー ・オブ ・バランスの上に立 っています。 したがって、どち
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らの要素 を も含み込みなが ら、 どち らの方 が今 ここにおいて、強 くあるのか、 また常 にそれ ら
両極 を意識 して、 どうい うふ うな倫 理的位 置に立 と うとす るかが問われて いると思 い ます。で
も、両方 に足をか けてい るとい う構 造その ものは、 同 じです。
そ して、 シ ャーマニ ズム的なエネルギーの流 れが、暴力 とか抑圧 とか を生み出 さな いような
構造 に軌道 修正 し、 自分 自身 が深 く内省で きるような状 態 にもってい くためには、 「正見」 と
「正定」 に根 ざ した ブッダ的な第三 の 目が、 常 に必 要で はないで しょうか。 そ うい う第三 の 目




それ は、 ブ ッダを あま りにも矮小化 し貶めている言 い方 にな ります か ら、私 はそ ういう言 い
方 は しません。 ブ ッダの ような認識が必要 だ として も、私 は ブッダその もの じゃありませんか
ら、私 自身 の位置か らす ると、 まず エロス的な力 を十分 に味 わいきるとい うことが必要だ と思
うわ けです。
っ まり、 シ ャーマニズムにお いて も、性において も、 あるいは異種間 コ ミニュケーシ ョンに
おいて も、 どこまでそれを徹底 して開 いてゆ くことができるのか とい うことが、や は り 「永遠
の哲学」の一っ の課題だ と思 うんです よ。あ る瞬間、暴走 しない と見 えて こないものってい う
のが、常に あ りますか らね。そ こには、生命 を断滅 す るくらいの力 があ って、大嵐 にまき こま
れて、その中 に没入 して、そ こで いのちを失 うとい うことも、 あ り得 るわけです よ。 そ うい う
ことを望む人 は、 そ うい うことが あって も、それ はそれでいいんだ と思 うんです。 そ うい う力
を 自覚 して入 って い く限 りにお いて は、それ はその人 の主体 的選択 である し、 そ うい うものの
中 に取 り込 まれ る ことを心 の中で望んで いるわ けですか ら、 それは構 わないんです。
しか し、 もう一方で、他者 を完全 に支配 し、抑圧 し、断滅 しよ うとす る力 に転 じ得 る ことも
あるのですか ら、 それ に対す るブ レーキってい うか、反 省が必要 なのですよ。無条件 ・無前提
な生命力の昂進 とか、生命力 の活性化 の道だ け じゃな くて、老いてそ こか ら身 を退 ける叡知 と
い うか、そ うい う第三 の目を もって いなければ、他者を も含む大 きい協 同関係 をど う構築 して
い くか とい うときに、何か決定的 な過 ちを犯す と思 うんです。人類 はこのよ うな巻 き込 み方 を
常 に繰 り返 してきた し、 さ らに強固 な拡大再生産す らして しまうと思 うんです。核 だ とかナチ
スのような異常 の拡大再生産 を今後 もして しまうだ ろうと思 うがゆえに、 ブッダ的な第三 の 目
が必要だ と私 は言 いたいのです。
よくわかりました。ひとっのポイントは他者であり、もうひとっはコミニュケーションという地
平でしょうね。
コミニュケー ションを非常 に繊細 に知的 に深めて い くため には、 どう して もブッダの ような
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位 置を、 どこかで もたなければいけない。 そ うでない と、 自己 と関係性 を真 に反省的 に深 めて








別のパ ワーで あって もいいんです。 ベ トナム反戦 で もね。 それは、 そ うい う形で出て来 て も、
私 は全然構わ ないと思 う。 っま り、人 間の肉体の有限性 と関係 の有 限性 に立っ限 り、 これかあ
れか とい う選択を しな ければいけない ときってあ りますね。 これかあれかという、行為 の実 存
的選択を しな くて はな らない ときに、 いっ も自分を第三 の位 置に宙 づ りに してお けとは、 ち っ
とも思わ ないんです よ。その都度 その都度 、 自分が どうい う位 置にいるかということがま さに
問われて いるので、私 はあ る力に対 す るア ンチの力になる とい う選択 を したって別 に構 わな い
と思 います し、 そのような ことは大 いに有 り得 ると思 います。
アンチの力を立てるということは、ブッダの目からすれば、それ自身が非常に大きな執着である
わけですが、そのことが分かりきったうえで、あえてするということですか。
はい。 わか って いて もす るとい うことです。
そこは、とても微妙で、難 しいところですよね。
出家僧 のよ うに、文明社会か らも自然界か らも一歩退 いた山里 か ら、 いっ も傍観者 のよ うに
社会 を眺 あていて、 「人類 はいろいろなバ カな ことをや ってるわい」 みたいな森の隠者 的な位
置 に立っ ことで、 ブッダの認識が完成す る とはちっとも思 わないです。
一 でも、ブッタ自身がインド社会の中で選んだ道は、それですよね。





はい。それ は、 さ っき言 ったように、刹那的な快楽の哲学 と、バ ラモ ン教的 な永遠の哲学 の
二っの力が、互 いに補完 しなが らカース ト社会の ような抑圧 と苦 とを生 み出 して いたのですが、
そこか ら自覚的 に自由で あろ うとす るような位置だ ったのです。 そのたあには、 それへの気 づ
きと、そ うい うところか ら身 を離す ような生 き方が必要だ った と思 うわけです よ。 それ は傍観
とい う無変革で はな くて、達観 とい う静かで ソフ トな世界変革 だ ったのです。
しか し今 日のよ うな、地球的 な規模を覆 いっ くして い く力を もった文明社会 の中で、 そのよ
うな森 の隠者 的 な生 き方 す るこ とが、果 た して ブ ッダ的 か ど うか す ご く疑 問です。今 か ら
2500年 前 の、 あのイ ン ド社会 の構造 の中で成立 した のと同 じよ うな ものが、今 ここにあ るか
とい うと、文 明の在 り方 も、知性 の在 り方 も変わ って来てい るん じゃないか と思 うんです。 だ
か ら、 ブ ッダ的なサ ンガを今 ここに実現す る ことが、 ブ ッダ的な認識 の生 か し方 だとは、私 は
あま り思 わないです。
一一.で は、 ここで、究極の質問をします。 今日のような現代文明の中で、 森の隠者的な共同体に戻
れ っていう思想の有効性は、たぶんないんだと思いますね。ところが、梅原猛さんなどの文化人




簡単 に言 うと、 一っ は覚悟の問題だ と思 います。 私 は、 「自然 に帰れ」 のよ うなル ソー的な
言説 も、 「森が人類 を救済す る」 とい うよ うな梅原 さん の森の文 明論 で も、 救済 はや っぱ りで
きないとい うふ うに思 います。 自然 に帰 ることによって も、森 に帰 る ことによ って も救済がで
きない。そ の理 由のひとっ は、生命 とか 自然 とい うものをひ とっ なが りの もの として考え るな
らば、 それ は絶 対 的な性善 説で も性悪説 で もと らえ られ ない とい うこ とです。 この点で は、
『生命観 を問いなおす』(ち くま新書)の 森岡 さん と共通す る認識 が私 にはあ ると思 います。 自
然 に帰れ とか、森 に帰 れ って言 う人 は、 自然や森 というものが、一種 の性善説 として割 とロマ
ンテ ィックに とらえ られていると思、うんです。で も、私が思 う自然 とい うの は、 ものす ごい暴
力性 を含む ものなんですよ。 あるいは自然そ のものが もっ欲動 とい うのか、 そ うい う力、常 に
自 らを突破 して しま うよ うな、常 に自己解体 を含む ような暴力性 のよ うな ものを も同時に含 ん
でいる。常 に何 か恩恵 を与 え続 けてい くような、優 しい自然だ けで はもち ろんないわけですよ
ね。食 うや食 われ るの関係 もあ ります し、火山 の爆発や台風 によって森林 がな ぎ倒 され、地震
によ って壊 され、 また氷河 も気候変動 によって溶 けて沈没 して しまうとか、 あるい は隆起 す る
とか、 そ うい う荒々 しい、荒 ぶる力 その ものなんです ね。私 は、そ ういう力を認 あな くて はい
けないと思 う。 そ して、同時に、生命 その ものに もそ うい う側面が ある し、人間の生 命 という
の は、 それを もっと拡大 した ものだ と思 うんですよ。
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人 間が、 それを拡大 している とい うの は、人 間は道具 を もち得 るがゆえ に、拡大で きると思、
うんです。人 間が この身体性 のみにお いて生 きよ うとしたな らば、 い くら荒ぶ ろうとして もた
かが知 れています。
しか し、人 間は旧約聖書 に もあるよ うに、神 の戒 あを破 って、禁止 されていた エデ ンの園に
あ る善悪 を知 る木 の実 を、蛇 のそそのか しによ って食 べち ゃう。聖書的な言 い方をす ると、食
べた ことによ って、永遠 の世界か ら放擲 され るわけです。 エデ ンの園 には、中央に神 に食 べて
はいけない と禁止 されていた木が二本 あった。善悪 を知 る木 と、生命の木の二本 です。 そ こで
神 は恐 れたわ けですよ。 もし人間が生命 の木 を食 べ ると、永遠 の生命を得 ますか ら、完全 に神
にな るわ けです。知恵 と永遠 の生命 とい うのが、神 の二つ の力、属性、位相 と して考え られて
い るわけです。蛇 はそれ食 べ う とそそ のかす わけです けど、人類 は永 遠 の生命 の木 は食 べな
か った。 ただ、善悪 を知 る木 の方 は食べ た。 そのために、神 によって追放 された。つま り、人
間 は永遠 か らは追放 されたけ ども、善悪 を知 る者 にな り、永遠 を渇望す る者に も同時にな った。
その ときに、 イチ ジクで局部 を覆 います よね。 っ まり、 それが人類のパ ンッの起源を神話 的
に物語 って いるのです。 旧約聖書 によれ ば、道具 の始 ま りとい うのは、武器で はな くてパ ンツ
で ある。 そ してパ ンツを はくことによ ってエ ロテ ィシズムが生 まれ た。想像力 も。
(笑)な るほど。
栗本慎一郎 さんの 『パ ンッをはいたサル』(光 文社)、 僕 はあれ は名言だ と思 う。言 い得 て妙
だ と。つ まり、パ ンッを はいて しま ったがゆえに、性 とい うものか らも、 自然か らも、永遠 か
らも、パ ンッー枚 で隔て られてい る。 そのパ ンッー枚 によ って隔て られた人間 は、人 間的欲望
と想像力 によって、 その心 のなかにある ものを拡大 し続 けてい くことがで きる、それを外界 に
現わ し続 けて い くことがで きる、 つま り、道 具を発 明 したわけです。
道具の発明、 武器、機械、電脳、 コンピュー タの発 明 ももちろん含み ます。そ うい う道
具的な力 によって、人間 は、 自分 の心 や欲望 や想像 力を、 自己外化 し続 けて きたわ けですか ら、
たん に自然 に帰れ ということだ けでは全然解 決 しな いと思 う。 そ うい う人間存在の在 り方その
ものを、引 き受 けて い くしかない。 そ うした ときに、 で は、 そのパ ンッを はいたサルが次に ど
の ようなパ ンッを は くのか、あ るい はパ ンッを脱 いで しま うのか、パ ンッを脱 いで も、 さらに
別 のパ ンッがあると思 うけど、何 か違 うもの にはきかえ るのか、 あるいははかな いことを通 し
て何か別 の ものになって い くのか、 とい った道を探 る しかないんで はないか と私 は思 うんです
ね。
それは知性の問題でもあると思いますね。
だか ら知性 とい うものを、 どこまで発 達 させ ることがで きるのか とい うことです よ。渇望 は
あって も、永遠性 に至 ることはで きな い。人間 の身体 をどのよ うに機械化 して も、永遠か らは
もう外れ て しま って いると思 うんですね。だか ら、究極的に は、知性 の問題 になって くると思
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います。 しか もそれ は、愛 とか慈悲 とか友愛 とか勇気 とか の感情的な要素 を含 んだ知性 ですね。
それ こそエ ロス的知性 です。
では、いまの現代文明を形作 っている知性は、どんな知性だと思いますか。そして、将来、現代
文明を克服できるかもしれない知性 とは、どのような知性だと思いますか。
今 ある知性 は、 デカル トに倣 って言 えば、 「延長的知性」 です。 それ は延長 とい うものを通
して、生命 の連続性 も、人 間の関係 も、 エ コロジー も、 とらえて きた知性です。
っま り、 あ る普遍原理があ って、 それが延長 的に、均等的 に、 あ らゆ るものに当て はま ると
考 え る。 ヒエラルキーはもちろん認 めない。不均等 な構造 とい うもの もな い。そ うい う延長 的
な知性 は民主 主義 とも通 じる し、近代 的人 間像 である 「基本的人権」 と も当然結び付 く。 そ う
い う延長 的知性が、我 々の文明や知性 や社会構造 を、大 きく支 えて いる ものだ と思 うんです。
で も、 「本当 に知性 とい うもの は延長的なんだろ うか」 という問いか けが、 シャーマニ ズム
や宗教 にかか わったとき以来 、私 のなか にあ る。 エ ロテ ィシズムや イ ンス ピレーシ ョンは、非
常 に非延長 的 な もので、不連続な部分、飛躍 や直観 を含 んでいます。 エロテ ィシズムとは、 ど
んな に遠 く離 れていて も、それを身近 に感 じることがで きる能力で しょ。恋人が物理的 に月 に
いて も、 自分 の魂 のそばに寄 り添 って いるとい うこの感覚 は、延長的知性 とはまた違 う知性だ
と思 うんです よ。 これは、一面で は宗教 的知性 であ ると同時に、 エ ロテ ィシズムの知性です。
エロテ ィシズム的知性 というのか、生 命が含 む暴 力みたいな もの も同時 に見て いける知性が、
必要 にな って くる と思 うのです。 たとえ ば、異種 間 コ ミュニ ュケー ションを成立 させ るひとっ
の鍵 は、 エ ロテ ィシズムだ と思 います。 しか し、 エ ロテ ィシズムは、 そのよ うな異種間 コ ミ
ニュケー シ ョンを拡大 して い くと同時 に、それ らを飲 み込 んで食 い尽 くして しま うよ うな暴力
性、他者 を侵犯 してい く力 を同時 に含み もって いる。
ですか ら、 それに対す る繊細 さというか、仏教 的な言 い方 をす ると、慈悲 とか利他 とい うこ
とになるんで しょうけど、徹底的 にエロス的で あり個体的であ りなが ら、 同時 にそ うい う欲望










に暴走 しないために、 ブッダ的な目というか、そういう装置を用意 してお く。これが鎌田さんの
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宗教・永遠・エロス
立場に一番近いというふ うに解釈 したら、間違 っていますか。
それでいい と思 います。私 は延長的知性 に足場 を置 くっ もりはあ りませ ん。満足 しきれませ
んか ら。 なぜかとい うと、人 間の もっ肉体 的な部分 こそ、霊 的な もの と深 く結 び付 いていると
思 っているか らです。 だか らこそ、 「聖地」 は 「性地」 であ るとか、 性感 は霊感 に比例す ると
か、 そんなふ うな言 い方 をす るわけです。 エ ロス的な力 とい うのは、関係 のあ りか たその もの
に働 いている、身体的かっ霊的 な、全体的 な力 の場 だ と思 うのです。 だか ら、 そのエロス的 な
ものをどのよ うに作用 させ るかによって、 コ ミュニュケー ションの密度 は大 き く変 わ ります。
一番 わか りやす いのは恋愛 なんです けど、遠 くにいる ものを本 当に身近 に感 じる。 この世 に
いない者す ら、 自分 はいっ も同伴 して いる とい う感覚。 これは、 エロス的 な力 の本質だ と思 う
んです よ。 この世 な らざる ものへ の、他界 的想像力 とい っていいよ うなもの、 そういうものが、
ニーチェが言 う 「肉体 は大 きい理性で ある」 とい う肉体理性へ とっ なが る基盤だ と思 うのです。
そ こに足場 を置 いた うえで、 もちろん、物質世界 は延長 的に成 り立 って いますか ら、それを
正 しく厳密 に見 てゆ く側面 も必要で しょう。 エ ロス的な ものを徹底的 に味わ う方向 と、 エロス
的な力を明 晰 にさせ る力 と しての延長 的 な知性 が両方必要 です。 そ して、 その全体 的な場 を
ブ ッダ的 な知性、第三 の知性が支えて いる。
一 非常にクリアーだと思います。今の三っの要素が出てきましたよね。「エロス的知性」 と 「延長
的知性」 と 「ブッダの第三の知性」。 その中で、一番の足場はどこかというと、エロス的知性だ
と考えていいわけですか。
そ うです。 イ ドです。
一 その立場は魅力的だし、わたしもそれには共感 したい面がありますね。確認ですけど、延長的知
性が問題を生み出 したからエロス的知性に戻れば良いという、これも 「森に帰れ」 と同じパター
ンですが、それとは違うんですよね。微妙だけれども。
延 長的知性が エロス的知性 を明晰 にして い くとい うことを、知性 の力 として認 めなければな
らな いと思 うんです。 エロス的な力 は、 明晰 さよ りもむ しろ直覚性や全体性 の中にいっ も置 か
れて いるわ けで、す ご く曖昧 になり易い し、ず らして い くことも可能 なんですね。 メ タフォリ
カルであ って、 自分 は鳥で あ り、熊であ りイルカで あるというふ うに、全部 うっ しかえてい く
ことがで きるような知性ですか らね。そ う じゃな くて、「わた しはわた しなん だ」「わた しはわ
た しで しか ありえな い」 ということを どこまで も掘 り下 げて い く即物 的徹底性 が、延長的知性
の中 にあ ると思 うのです。そ ういう リアル な自己遡及力や徹底性 は大事 です。
一 非常によくわかりました。これは多分、わた しの上田紀行に対する批判 と重なってくるような気
が します。
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大 いなるいのちやそのっ なが りの中 に解 き放 たれ ることによ って、解放 され るとい うことは、
私 はそん なに信 じられないわけです よ。 もっと、個体 的な ものを明晰 に して い くこと。 それ と
エロス的 な力 の開発 と、両方 いるのだと思 うんですね。 で も、 それは正 なる もの と反な るもの
とい う構造 じゃな くて、 それを もうひとっ統括 してそれ 自体 を生 きさせ るフ ィール ドがあ るん
だとい うことです。 そ うい う、知恵 の場 と力を作 って来 た宗教 的伝統 や宗教的人物 は、や っぱ
りいると思、いますね。
「生命 と現代文明」 を宗教から見 るというお話、 とても内容が濃かったと思います。 共同研究の
締めくくりにふさわしいものでした。ありがとうございました。
(1995年3月19日 ・鎌i田東二氏自宅にて)
補記(1):こ の対話 は1995年3月19日 に埼玉県大宮市の拙宅で行なわれた。その翌 日、3月20日
に地下鉄サ リン事件があり、3月22日 以降、 同事件殺人予備罪や監禁容疑でオウム真理教教団施設
の捜索や教団幹部の逮捕が相次いでいる。事件の全容は未だ不明であるが、宗教的権力 と暴力につい








にある時代の大 きなうねりの中に、我々もまた巻き込まれていたことだけは確iかだと思 う。 この対話
のあとに、これをさらに発展させた、鎌田東二 『宗教と霊性』(角 川選書、1995)、 森岡正博 『宗教な
き時代を生 きるために』(法 藏館、1996)が それぞれ出版されたことを付け加えておきたい。
(12月30日 ・森岡正博記)
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